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★2017年の茶の花忌について 
	 今年の 1月に八木重吉生家の当主である八木藤雄様が逝去されて、今年の茶の花忌はどうなるのだろうと思わ
れていた愛好者の皆様、八木重吉記念館が昨年の町田市民文学館での八木重吉展開催に伴う資料の移動とその後

の返却に時間がかかり閉館されているままの状況で、いつ再開されるのだろうと思われていた愛好者の皆様、現

在わかる範囲での状況をお知らせいたします。 
	 今年も茶の花忌は開催されます。ただ墓前礼拝中心の催しになります。毎年、墓前礼拝の後、生家の庭に移動

してゲストによるお話や重吉詩の歌唱等、時間をかけての催しがありましたが、それに伴う生家のご家族や親戚、

地域の皆様のご苦労は、かなり大変なものでした。ある年は大雨の中の開催で、ブルーシートを客席の上に設置

するのに苦労した年もありました。日常、記念館の訪問者を接待する中での茶の花忌ということで、今後も長く

記念館の開館と茶の花忌の催しを続けていくためには、あまり負担のかからない茶の花忌にしたいと、数年前か

ら話が出ていました。 近お聞きしたところでは、短くお話や歌唱が入れられるかもしれないと、参加者の為に

努力して下さっている様子を聞きましたが、八木重吉愛好者の一人として、今後は愛好者たちが生家に協力して

いく体制が必要だと思っています。都市化し始めているとはいえ、まだ

豊かな緑とかつての農村共同体の雰囲気が残る地域の人々とも連携して、

生家に負担をかけない茶の花忌を模索して相談をしているところです。 
	 記念館につきましては、昨年の八木重吉展で大掛かりな移動や展示の

入れ替えをしましたので、元の形に戻すことだけでも大変ですが、展示

するものと、展示はできないけどきちんと保存しておくべきものの整理

など、スペースが限られている小さな記念館なので、とても時間がかか

っています。しかし生家では、茶の花忌当日にはなんとか参加者が見ら

れる形にしたいと努力してくれています。 
★一般庶民に愛され続ける八木重吉の現状紹介 
	 わずか 29 歳の生涯、しかも家族中心に孤独に詩を書いていた八木重吉なので、どうしても地味なイメージで
すが、その詩はじんわり人の心を惹きつけています。いろいろな人々が、それぞれの愛好の仕方で重吉の詩を取

り上げ、共感し、感想を寄せています。インターネットのホームページで見られるもの以外のもので、情報とし

て得ているものを次に紹介しておきます。 
１）いのちのことば社が『百万人の福音』9月号で八木重吉特集、『ﾌｫﾚｽﾄﾌﾞｯｸｽ』シリーズで八木重吉が近刊 
	 1991 年（平成 3 年）に『百万人の福音』スペシャルとして、八木重吉だけの大特集が組まれましたが、今年
の 9 月号で冒頭の 18 ページにわたって八木重吉特集が組まれました。またクリスチャンでない人にも気軽に読
んでもらえるような書籍として刊行してきている『フォレストブックス』として、八木重吉の詩を愛好する会の

活動を軸とした八木重吉の書籍を刊行したいということで、８月にいのちのことば社の女性スタッフが事務局の

天利武人牧師を訪問し、取材していきました。近刊予定です。 
２）キリスト新聞社の取材と書籍刊行予定	 	 	 	 事務局で取材スタッフと→ 
	 いのちのことば社の取材スタッフが来られた 8 月には、事務局の天利武人
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牧師を訪ねて、キリスト新聞社の取材スタッフも来られました。キリスト新聞社は、八木重吉詩撰集『祈りの道』

を刊行したばかりで、さらに「八木重吉と旅をする」というような題で本を作るために、天利牧師に取材に来ま

した。折しも、いのちのことば社の取材スタッフも来た日でしたので、二人のスタッフの要望に応じて柏の詩碑

や重吉旧居跡付近を案内してあげることができました。 
３）八木重吉展に来られた方々の感想紹介（町田市民文学館の報告より引用） 
	 昨年の町田市民文学館での八木重吉展は、非常に好評でした。文学館がアンケート結果をまとめていますが、

そこに記された感想の多くは、八木重吉の詩に共感し、また展覧会で時代別に整理された資料や解説を見て感動

したという内容でした。６０～８０代の愛好者たちは、たいてい若い時代に重吉に出会い、ずっと愛好してきて

いるようです。平易な日常のことばで親しみやすいということから読み始め、そのズバリ言い切る表現や深い求

道のことばに共感し、一生の愛読詩になっているのです。感想をいくつか引用しておきます。 
高校時代、国語の先生が八木重吉の詩を、黒板いっぱいの大きな字で書いて紹介してくださり、心に残って

います。時々、詩集を出して読んでいます。 ／ 高１の時、塾の先生に私の詩が重吉に似ているので読ん

でごらんと言われたのがきっかけで、言葉に出来ずにいた私の心の芯をぐっとつかまれたような衝撃でした。 

／ １５歳で初めて重吉を知り、７２歳の今までほとんどすべての作品を読んできました。 ／  １８歳

の時に八木重吉の詩に出会いました。その後哀しい時、悩んだ時に必ず詩集を手にして支えられてきました。

／  今の私の辛さに寄り添うように、詩がしみ込んできて癒してくれるようでした。  ／  多くの資

料が残っていて大変驚きました。“ことば”の重みと豊かさを感じました。 

４）新声会合唱団第５２回演奏会で重吉詩の合唱 
５月２０日（土）渋谷区文化総合センター大和田さくらホールで新声会合唱団による演奏が有り、その中で八

木重吉による５つの小品『秋』と題して、「霧がふる」「木」「ちいさいふくろ」「白い雲」「終曲」の５曲と加え

て「夕焼」がうたわれました。案内を下さったピアノ演奏者及川芳子さんのきれいなピアノと高齢にもかかわら

ず情熱的に指揮をされた作曲者柳川直則さんに感動でした。茅ケ崎の吉村さん。太田さん、平塚の倉持さんが参

加されました。詩碑になっている有名な「夕焼」を除く５つの詩を紹介しておきます。 
霧がふる 

霧が	 ふる／きりが	 ふる／あさが	 しづもる／きりがふる	 	 	 （『秋の瞳』） 
	 	 木 
はつきりと／もう秋だなとおもふころは／色々なものが好きになってくる／あかるい日なぞ／ 
大きな木のそばへ行ってゐたいきがする	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （『貧しき信徒』） 

ちいさい	 ふくろ 
これは	 ちいさい	 ふくろ／ねんねこ	 おんぶのとき／せなかに	 たらす	 赤いふくろ／ 
まつしろな	 絹のひもがついてゐます／けさは／しなやかな	 秋／ごらんなさい／ 
机のうへに	 金絲のぬいとりもはいった	 赤いふくろがおいてある	 	 	 （『秋の瞳』） 

白い雲 
秋の	 いちじるしさは／空の	 碧を	 つんざいて	 横にながれた白い雲だ／なにを	 かたつてゐるのか／ 
それはわからないが／りんりんと	 かなしい	 しづかな雲だ	 	 	 	 （『秋の瞳』） 

終曲＜重吉の詩は無題ですが、コンサートの流れに合わせて「終曲」と題を付けてありました。＞ 
しらじらと／みづのない川をみあげてゆけば／そのはてにそびえたつ／はつふゆの山／ 
かるくりりしいあをぞらのむねにやすらふ	 	 	 	 	 	 	 	 	 （重吉詩稿「寂寥三昧」） 

５）ＮＨＫのテレビ番組の中でしばしば引用される重吉の詩 
	 ・2004年の朝ドラ「天花」の中で八木重吉の詩（「花がふってくると思う」「光」等）が引用されていました。 
	 ・2014年のＢＳ「昨日のカレー明日のパン」の中で少女がくちずさむ詩が重吉の「うつくしいもの」でした。 
・Ｅテレの午後５：００からの番組「にほんごであそぼ」で、たびたびいろいろな八木重吉の詩がとりあげら



れてきています。 近では、愛好者が多い「草にすわる」がとりあげられました。 
	 	 	 わたしの	 まちがいだった／わたしのまちがいだった／こうして	 草にすわれば	 それがわかる 

６）地域新聞の記事（柏、松戸）の紹介 

	  

★もう一つの「素朴な琴」の建立年判明 

 

 

 



	 生家にある詩碑「素朴な琴」と同じ

詩碑が、同じ町田市内の小山田桜台集

会所脇にあります。詩碑に建立年が記

されていない事から、詩碑「ねがひ」

と同じ頃であろうと推測して、平成 6
年頃と推測してきましたが、町田市民

文学館から建立年に発行された新聞記

事が提供され、建立年はもっと古く

1984 年（昭和 59 年）の 5 月であるこ
とが判明しました。 
小山田桜台団地を造った住宅・都市

整備公団が、団地のイメージに合うこ

の詩を選んで、高さ 1 メートル２０セ
ンチの根府川石で建立したものです。

昭和５９年は、八木重吉記念館が１０

月に開館する年です。町田に八木重吉

の理解が進展していく時期であり、公

団関係者に八木重吉の詩や相原地域の

詩碑を知る者がいたのかもしれません。

標準的な楷書で刻まれた詩碑で、大げ

さな除幕式行事もなかったようですが、

公団が造ったという珍しい詩碑です。

当時の新聞記事を紹介しておきます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

★	 あなたの「八木重吉との出会いとその詩の魅力」原稿、継続募集中	

	 皆さんの、愛する重吉に対する思いを原稿にしてください。今回第３集をお届けします。第４集に向けて作成

を目指しています。どうぞ奮って原稿をお寄せ下さい。 
（募集） 題：「八木重吉との出会いとその詩の魅力」（この内容に沿うなら別のタイトルでも OK です。） 

      字数：２０００字程度（原稿用紙５枚程度、パソコンのワード歓迎） 

現在の詩碑の様子 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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	 	 	 	 	 	 送り先：メール（	 kmat27aiko@gmail.comへ）か	
郵送で	 	 〒270-1406	 千葉県	白井市	中２０５	小林正継	 へ	

★八木重吉の詩を愛好する会ホームページ案内 

ホームページアドレス	 	 http://www.yagijuaiko.com/	 	 （作成途中の部分があることをご了解下さい） 
 Eメールアドレス	 	 	 	 kmat27aiko@gmail.com	 （管理者小林正継） 


